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　　����　岐阜薬科大学

　　　右図の直方体$%&'�()*+において，$% �，$' �，

　　$( �とする．以下の問いに答えよ．

　　���　△$)'を直線)'のまわりに���回転してできる立体の体

　　　積を求めよ．

　　���　△$)'を直線$(のまわりに���回転してできる立体の体

　　　積を求めよ．

　

　　上記���の問題に，次の�点からアプローチしたい．

　　�　ねじ回転軸から離れたねじれの位置にある線分が���回転してできる立体の概形を捉える．

　　�　△$)'を直線$(のまわりに���回転してできる立体の体積は，△$('を直線$(のまわりに

　　　���回転してできる立体の体積に等しいことを視覚的に理解する．

　　回転軸から離れたねじれの位置にある線分が���回転してできる立体の概形を捉えるために，

　　次のような*HRJHEUDファイルを作成した．

　　Kを動かすことにより，回転体の概形や平面�] W�で切断したときの切断面の様子を視覚的

　　に捉えることができる．
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　次に���の問いに対して，△$)'を平面�] W����W 
�� で切断し，�△$)'と平面�] W�の交線が一

　回転してできる面積（回転体の断面積）を求め，�から�まで積分するというのが常套手段であろう．

　この問いに対する別解として次のような方法が挙げられる．

　　△$)'を直線$(のまわりに���回転してできる立体の体積は，△$('を直線$(のまわりに

　　���回転してできる立体の体積に等しい

　この事実は，次の*HRJHEUDファイルで確認すれば一目瞭然である．

　△$)'と△$('をともに平面�] W�で切断したときの様子を示したものである．

　とくに正面から見てみると，△$)'と△$('を平面�] W�で切断したときの切り口の線分の長さ　

　が同じであることがすぐに分かる．

　　したがって，△$)'と△$('を平面�] W�で切断したとき

　にできる線分を���回転してできる面積（断面積）が等しいこと

　が容易に分かるので，△$)'を直線$(のまわりに���回転して

　できる立体の体積と，△$('を直線$(のまわりに���回転して

　できる立体の体積に等しいことが分かる．
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